
京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

1,000
（周知資料配布

数）

1,000
（周知資料配布

数）

1,000
（周知資料配布

数）

1,000
（周知資料配布

数）

ラッピングバス
の施工
ラッピングバス
による普及啓発

ラッピングバス
による普及啓発

― ― ― ―

ノーマイカー
デーの取組の
推進

― ― ― ―

参加・利用者数（人/年間）

参加・利用者数（人/年間）

環境政策局

参加・利用者数（人/年間）

2

「DO YOU
KYOTO？」ラッピン
グバスによる普及啓
発

市バスに「DO YOU KYOTO？」のラッピン
グを行い，市民や国内外の観光客が目に
することで，「DO YOU KYOTO？」を合言
葉とする環境にやさしい取組の普及啓発
を行うとともに，市バス・地下鉄など公共
交通機関の利用を促進する。（７台のバス
をラッピング予定）

3

「DO YOU KYOTO？
デー」における「ノー
マイカーデー」の取
組

引き続き，企業・学校・団体等に対して，
毎月16日の「DO  YOU KYOTO？デー」に
おける「ノーマイカーデー（通勤などでマイ
カーを使わない日）」の取組を呼び掛け，
公共交通機関の利用を促進する。

公共交通
への転換

担当局区類型

広報・PR
乗車券販
売・広告
収入等

まちづくり
計画策定

等
環境政策局

環境政策局

年次計画

1

地球温暖化対策条
例の改正及び新地
球温暖化対策計画
の策定

事業項目
番号

平成２３年４月からの施行に向け，「地球
温暖化対策推進委員会」において審議
中。運輸部門（自動車，鉄道）からの温室
効果ガス削減については，「歩くまち京
都」総合交通戦略を踏まえ，条例改正，新
計画策定の中で，公共交通機関の利用
促進につながる取組を推進する。

24年度以降は未定 

1



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

参加店舗
延べ68店舗/年
（年2回実施）

3,000人
（最大）

― ― ―

取組の推進

約2,000
（参加者数）

約2,000
（参加者数）

約2,000
（参加者数）

約2,000
（参加者数）

6
友・遊・美化パス
ポート事業

市内の観光地や繁華街を散策しながら清
掃活動を実施する。
集合場所を地下鉄駅，バス停に設定し，
月２～３回（年間約２５回）実施予定。

イベント

参加・利用者数（人/年間）

公共交通
への転換

環境政策局

環境政策局

5
電気自動車のカー
シェアリング（共同利
用）

次世代自動車の普及と効率的な利用を進
めるため，公用車EVを活用。２２年度は利
用日・台数・貸出拠点を拡大し，更なる充
実を図る。 参加・利用者数（人/年間）

公共交通
への転換

環境政策局4
バスと電車でecoグ
ルメ!
＜新規＞

「京都市内の路線で使える乗り放題乗車
券」や「スルットKANSAI」等の当日利用を
提示することで，協力飲食店における各
種サービスを受けることができるキャン
ペーンを実施することにより，公共交通機
関の利用を促し，環境調和型観光の実現
を目指す。

参加・利用者数（人/年間）

23年度以降は未定 

23年度以降は未定 
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

約4,000
（参加者数）

約4,000
（参加者数）

約4,000
（参加者数）

約4,000
（参加者数）

7
世界の京都・まちの
美化市民総行動

市民，事業者，行政との協働により，門掃き，
ごみのポイ捨て禁止等の呼び掛け，不法投
棄，放置自転車，違法駐車，違法広告物等の
まちの美観を損なうものの一掃に向けた美化
活動を実施する。
・22年6月6日（実施予定）
 四条河原町交差点界わいを予定
・22年7月10日，14日～16日（実施予定）
 祇園祭「山鉾町」，鴨川河川敷～京都市役所
前広場を予定（14日～16日については祇園祭
「山鉾町」）
・22年11月7日（実施予定）
 京都市役所前広場～市街地主要街路を予定

イベント

参加・利用者数（人/年間）

環境政策局

3



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

イベント開催等

約200,000人 約200,000人 約200,000人 約200,000人

会の運営，イベ
ントの開催等
4/18開催
10/24開催

4/18　  451名
10/24 　1022名

(参加者数）

約30名 約30名 約30名 約30名

記念品等としてのト
ラフィカ京カード等の
利用

　職員提案制度の表彰の際などに交付す
る記念品等については，特段の事情がな
い限り，トラフィカ京カードなど交通局が発
行するものとする。

乗車券販
売・広告
収入等

行財政局

参加・利用者数（人/年間）

職員等利
用

9

京都市健康保険組
合「歩こう会」のス
タート地点又はゴー
ル地点

　年2回（4月，10月）実施している京都市
健康保険組合「歩こう会」のスタート地点，
ゴール地点について，可能な限り地下鉄
駅付近に設定する。

10

参加・利用者数（人/年間）

行財政局

8
市庁舎前広場等の
活用

　市庁舎前広場においてイベントを行う場
合に，資材の貸出し等の協力やパネル展
示による広報・ＰＲ用の場所として本庁舎
正面玄関内の一部を使用承認すること
で，より一層の地下鉄・市バス利用者の
増加を図る。
　また，市庁舎前広場の使用承認を行う
際に，主催者に対して，イベント参加者等
に公共交通機関を使用するよう周知する
ことを依頼する。

事業項目
番号 担当局区類型

年次計画

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ
イベント

行財政局

２１年度から継続実施 
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

842名
(行財政局職員

数)

約842名
(行財政局職員

数)

約842名
(行財政局職員

数)

約842名
(行財政局職員

数)

イベント開催等

※学生３１名
（３１作品）

　局課長会等の定期的に開催される局内
会議で，適宜，総務課から職員に対して，
市バス・地下鉄を利用するよう協力を依頼
する。

行財政局11

参加・利用者数（人/年間）

職員等利
用

市バス・地下鉄の利
用促進の局内周知

12

地下鉄北山駅にお
ける京都市立芸術
大学生の作品展示
＜新規＞

　交通局，芸術大学，財団法人京都市音
楽芸術文化振興財団が共同し，京都コン
サートホールの最寄り駅である地下鉄北
山駅で，芸術大学生が製作した音楽を
テーマとした作品の発表を通じて，地下鉄
駅の賑わいを創出する。

広報・ＰＲ
イベント

行財政局

参加・利用者数（人/年間）

5



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

－ － － －

取組の推進

学生の活動拠
点
(6月13日オープ
ン)

－ － － －

取組の推進

－ － － －

13
各種イベントにおけ
る地下鉄・市バス利
用の促進

外郭団体への働き
掛け

所管する外郭団体に対して，事業実施に
当たっては地下鉄・市バス利用を促進す
るよう働き掛ける。

職員等利
用

担当局区類型
事業項目

広報・ＰＲ
イベント

14

15

番号
年次計画

所管施設におけるＰ
Ｒ

総合企画局

参加・利用者数（人/年間）

総合企画局

参加・利用者数（人/年間）

各種イベントの開催に当たり，会場をでき
る限り地下鉄・市バス沿線に設定するとと
もに，広報資料やチラシ等で地下鉄・市バ
スでの来場を呼び掛けるなど，参加者の
地下鉄・市バス利用を促進する。

局が所管する施設（大学のまち交流セン
ター，国際交流会館）の周知・広報に当た
り，地下鉄・市バスでのアクセスが便利で
あることをＰＲし，来館者の地下鉄・市バス
利用を促進する。

大学のまち交流センター1階を，学生の活
動・交流・連携の拠点（学生Place+（学生
の活動拠点））としてリニューアルして，利
用者により一層の地下鉄・市バスでの来
場を呼び掛ける。

施設の整
備・誘致
広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）

総合企画局
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

－ － － －

取組の推進

約1,000 約1,000 約1,000 約9,000

岡崎地域活性
化ビジョン（仮
称）の策定

※ホームページ
「『京都　岡崎』
ポータルサイト」
の開設

ビジョンに基づ
く各具体事業の
推進

延べ訪問者数
500万人（現状）

18

繊維技術センター跡
地の同志社大学へ
の売却調整

市民しんぶん等によ
る情報発信

16

岡崎地域活性化ビ
ジョン（仮称）の策定
及び活性化の推進
（岡崎ポータブルサ
イトの開設を含む）

総合企画局広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）

市民しんぶんをはじめとする各種市政広
報において，適宜，地下鉄・市バスの情報
を発信する。

17
施設の整
備・誘致

　岡崎地域の優れた都市景観を将来へ保
存再生しながら，世界に冠たる文化・交流
ゾーンとしての機能を一層発揮するととも
に，更なる賑わいを創出するため，市民，
有識者，地元，各界関係者で構成する検
討委員会及び庁内関係局部長級からなる
プロジェクトチームを設置し，「岡崎地域活
性化ビジョン」を策定する。
　策定に当たっては，岡崎地域が，地下
鉄東西線蹴上駅，東山駅から徒歩圏にあ
ることから，地下鉄駅から周辺地域を巻き
込んだ魅力的なまちづくりに向け，地下
鉄・市バス増客，歩くまち京都の推進等を
視野に入れた検討を進める。

まちづくり
計画策定

等
広報・ＰＲ

総合企画局

参加・利用者数（人/年間）

総合企画局

参加・利用者数（人/年間）

22年10月に移転する繊維技術センター跡
地を今出川キャンパスの再整備を計画す
る同志社大学に22年度中に売却するよう
調整を行う。
同志社大学では，同計画により，約9,000
人（21年度1,000人，25年度8,000人）の学
生数の増員を計画しており，それに併せ
て，更なる地下鉄・市バスの増客を図って
いく。

7



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

跡地活用方針
の策定

浄水場の用途
廃止

－ － － －

取組の推進

－ － － －

取組の推進

14,000 14,000 14,000 14,000

19

広報・ＰＲ
イベント

総合企画局

参加・利用者数（人/年間）

20

山ノ内浄水場の跡
地利用の検討

総合企画局

参加・利用者数（人/年間）

総合企画局
参加・利用者数（人/年間）

その他

24年度末で用途廃止となる「山ノ内浄水
場」跡地の有効利用の方策について，有
識者等で構成する山ノ内浄水場跡地活用
方針検討委員会において，地下鉄のアク
セス機能を最大限に生かし，地下鉄増客
に資する活用とする観点を踏まえ，検討を
進める。

「京都市未来まちづ
くり100人委員会」

京都の未来のまちづくりについて，白紙の
段階から，市民が主体的に議論し，提言
するだけでなく，行動する市民組織におい
て，地下鉄・市バス等の公共交通が市民
や観光客にとって，より使いやすくなる方
策について議論し，具体的な取組の実施
を図る。

21

国際交流会館オー
プンデイ・京都市平
和祈念事業
＜新規＞

京都に暮らす外国人の存在を市民の方に
より身近に感じていただくとともに，異文化
理解，多文化共生の促進を通じて世界平
和の実現につなげることを目的として，国
際交流会館で開催する本事業において，
来場者への地下鉄利用の呼び掛け，地
下鉄駅・車内への広告掲出，会場での地
下鉄・市バスのPRなどを行う。

施設の整
備・誘致

8



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

－ － － －

取組の推進

－ － － －

総合企画局職員の利用促進

総合企画局

参加・利用者数（人/年間）

23

記念品等としての一
日乗車券等の利用

各種事業において交付する記念品等につ
いては，可能な限り，一日乗車券やトラ
フィカ京カードなど，交通局が発行するも
のを利用する。

乗車券販
売・広告
収入等

職員に対し地下鉄・市バスの利用を働き
掛けるなど，利用促進に努める。

職員等利
用

参加・利用者数（人/年間）

22

9



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

イベントの開催

ウィングス
フォーラム2010
12月11日【土】
参加予定者240
名

・その他講座等
随時開催

40,000 40,000 40,000 40,000

イベントの開催

＜開催日＞
10月1日【金】
分科会・交流会
10月2日【土】
開会式・基調報
告・記念講演
パネルディス
カッション・閉会
式・エクスカー
ション
10月3日【日】
エクスカーショ
ン

― ― ―

6,000 0 0 0

文化市民局

広報・ＰＲ 文化市民局

広報・ＰＲ
イベント

参加・利用者数（人/年間）

25
日本女性会議２０１
０きょうと【臨時】

募集案内等に，公共交通機関での来場を
呼びかけた。

参加・利用者数（人/年間）

担当局区類型

24

男女共同参画セン
ター ウィングス京都
における各種イベン
ト

イベントのチラシ等に，公共交通機関での
来館を呼びかける。

事業項目
番号

年次計画

10



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

900
（参加者数）

900
（参加者数）

900
（参加者数）

900
（参加者数）

取組の推進

700
（参加者数）

700
（参加者数）

700
（参加者数）

700
（参加者数）

取組の推進

700
（参加者数）

700
（参加者数）

700
（参加者数）

700
（参加者数）

28
柳原銀行記念資料
館特別展・企画展

広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）

ヒューマンステージ・
イン・キョウト

イベント開催の来場について，ポスター，
チラシ等において市バス・地下鉄を利用し
た来場方法を分かりやすく周知し，市バ
ス・地下鉄の利用促進を図る。

広報・ＰＲ

イベント開催の来場について，ポスター，
チラシ等において市バス・地下鉄を利用し
た来場方法を分かりやすく周知し，市バ
ス・地下鉄の利用促進を図る。

参加・利用者数（人/年間）

ツラッティ千本特別
展・企画展

文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ

文化市民局

27

イベント開催の来場について，ポスター，
チラシ等において市バス・地下鉄を利用し
た来場方法を分かりやすく周知し，市バ
ス・地下鉄の利用促進を図る。

26 文化市民局

11



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

― ― ― ―

22年7月末を目
途に設置予定。
→8/11から実
施

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

文化市民局

文化市民局

31
市営地下鉄構内で
の文化市民局関連
施設紹介

30 イベント

21年度総務省より「ユビキタスタウン構想
推進事業（地域ＩＣＴ利活用推進交付金）」
の交付金を受け，その一部で地下鉄駅に
デジタルサイネージを設置。設置駅未定。
→地下鉄京都駅
京都市交通局のＰＲにも活用 参加・利用者数（人/年間）

29

トラフィカ京カード販
売
動物園シリーズ
美術館シリーズ

動物園デジタルサイ
ネージ（ディスプレイ
に映像や情報を表
示するシステム）の
整備

・動物園月間イベント案内ポスター掲示（１
３駅）
イベントポスターの掲示（全駅）
チラシの配布（全駅）
蹴上駅での京都市動物園ＰＲパネルの展
示
・二条城「お城まつり」「ライトアップ」など
のイベント開催ポスターを地下鉄各駅構
内に掲示し，地下鉄等の利用促進
・東山駅に京都市美術館の展覧会案内板
を設置
・海外展（ボストン美術館展）開催ポスター
を地下鉄各駅構内に掲示し，地下鉄等の
利用促進

文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

「動物園シリーズ」に画像提供。園内ショッ
プでも販売予定。年4回発売予定。
「美術館シリーズ」として，所蔵品をデザイ
ンしたカード2種類を販売。その他，期間
限定でボストン美術館展とタイアップし，
カードを販売。いずれも美術館でも販売
中。

参加・利用者数（人/年間）

広報・PR

乗車券販
売・広告
収入等
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

― ― ― ―

今後，交通局に
依頼

― ― ― ―

取組の推進

5000
(1dayチケット利

用の入城者）

5000
(1dayチケット利

用の入城者）

5000
(1dayチケット利

用の入城者）

5000
(1dayチケット利

用の入城者）

文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

文化施設入場料減
免

「市営地下鉄1dayフリーチケット」提示によ
る入場料減額（動物園：団体入園料の適
用。「市バス専用一日乗車券」については
調整協議中。二条城は「市営地下鉄1day
フリーチケット」提示により，入城料を通常
料金から100円割り引く。
京都市美術館：主催展において団体割引
観覧料適用）

特典付与

参加・利用者数（人/年間）

32
文化施設へのアク
セス紹介

33
動物園前バス停に
係る臨時バス運行

文化市民局34

文化施設のポスター，ホームページ，問
合せにおいて，地下鉄及び市バスの案内
を行う。

広報・PR

春・秋の観光シーズンにおける，「動物園
前」停車系統の臨時バス運行について，
交通局と協議していく

臨時バス
の運行

13



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

― ― ― ―

・臨時バスの運
行
・トラフィカ発行
・スタンプラリー
実施
・周回路線新設
検討
・ダッシュでの
集客呼びかけ

・臨時バスの運
行
・トラフィカ発行
・スタンプラリー
実施
・ダッシュでの
集客呼びかけ

・臨時バスの運
行
・トラフィカ発行
・スタンプラリー
実施
・ダッシュでの
集客呼びかけ

・臨時バスの運
行
・トラフィカ発行
・スタンプラリー
実施
・ダッシュでの
集客呼びかけ

約30万人
（サンガ　20万
人（20試合＠1
万人）,ハンナ

リーズ5万人（20
試合＠2500

人）,アストドリー
ムス5万人（20

試合＠2500人）

約30万人
（サンガ　20万
人（20試合＠1
万人）,ハンナ

リーズ5万人（20
試合＠2500

人）,アストドリー
ムス5万人（20

試合＠2500人）

約30万人
（サンガ　20万
人（20試合＠1
万人）,ハンナ

リーズ5万人（20
試合＠2500

人）,アストドリー
ムス5万人（20

試合＠2500人）

約30万人
（サンガ　20万
人（20試合＠1
万人）,ハンナ

リーズ5万人（20
試合＠2500

人）,アストドリー
ムス5万人（20

試合＠2500人）

35

元離宮二条城出口
に市営地下鉄二条
城前駅への進路案
内板を設置

36

文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

元離宮二条城出口に地下鉄二条城前駅
への進路案内板を常時設置

広報・PR

西京極総合運動公
園の集客事業によ
る市バス・地下鉄増
客対策（京都サンガ
F．C．，京都ハンナ
リーズ及び京都アス
トドリームスのホー
ムゲームの他プロ
ゲームの誘致等）

・臨時バスの運行(サンガ：ホームゲーム終
了時間帯に「西京極運動公園前」停留所と
①東西線「太秦天神川駅」間②烏丸線「京
都駅」に臨時バスの運行，ハンナリーズ：試
合開始時刻に合わせ烏丸線「京都」と「西京
極運動公園前」停留所に臨時バスの運行)
・トラフィカ京カード販売（サンガ，ハンナリー
ズ，アストドリームスについて，カードを発行
（アストドリームスは予定）。このカードを利
用して，試合当日に市バス・地下鉄に乗車
することで，優待価格で観戦できる。）
・地下鉄・市バスの利用促進を伴ったスタン
プラリーの実施（プロスポーツ３チームのう
ち１試合を観ると次の試合（１試合目とは別
チーム）が半額になり，さらに３試合目（１，２
試合目とは別チーム）については，無料とな
るスタンプラリーを実施する。また，３試合目
の観戦時に受付窓口でトラフィカ京カード
（観戦当日に使用された日付入りのもの）又
は京都ぷらすOSAKA PiTaPaカードを提示
すると，３試合目観戦のチームから記念品
がプレゼントされる。）
・周回路線の新設（「西京極運動公園前」停
留所と東西線「太秦天神川駅」，烏丸線「五
条駅」及び「烏丸御池駅」を周回する路線を
新設）
・財団法人京都市体育協会　広報誌「ダッ
シュ」での集客呼びかけ

イベント 文化市民局

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業の開催
（平成23年3月5
日，6日開催）

延べ5,000人

○開催

－
約４５，０００

（出演者・観客）

○デザイン決定
○走行

○走行

－ －

37
京都ツーデーウオー
ク【臨時】

　全国各地からウオーカーの参加を募り，
ウオーキングを通じて心と身体の健康づく
りのきっかけを提供するとともに，魅力と
活力あふれるまち・京都を広く発信してい
くことを目的として，都大路を歩くウオー
カーの祭典を2日間にわたり開催する。

イベント
文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

地下鉄駅近くの下記の会場にて国民文化
祭の各種事業を実施することにより，地下
鉄の増客・増収に寄与する。
①京都会館：全国吟詠剣詩舞道祭，吹奏
楽の祭典，邦楽の祭典及び閉会式※
②京都コンサートホール：合唱の祭典及
びジュニアオーケストラの祭典
③美術館：美術展（日本画，洋画，書，彫
刻）
④京都国際会館：開会式※
⑤京都観世会館：能楽の祭典
⑥金剛能楽堂：能楽の祭典
⑦マンガミュージアム：マンガアートフェス
ティバル
⑧芸術センター：京の暮らしの文化展
※については京都府が実施

イベント 文化市民局参加・利用者数（人/年間）

39
第２６回国民文化
祭・京都２０１１（ラッ
ピングバス）

国民文化祭をイメージさせるデザインを
ラッピングした市バスを走らせることによ
り，市民等に国民文化祭の周知を図る。
（１台配置予定）

広報・ＰＲ 文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

38
第２６回国民文化
祭・京都２０１１（事
業実施）

15



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

○発行（検討
中）

－ －

事業の実施

40,000人（2日
間）
（10月16・17日
に梅小路公園）

40,000人（2日
間）

40,000人（2日
間）

40,000人（2日
間）

事業の実施

約60,000人（年
間）

約60,000人（年
間）

約60,000人（年
間）

約60,000人（年
間）

事業の実施

－ － － －

文化市民局
参加・利用者数（人/年間）

40

第２６回国民文化
祭・京都２０１１（トラ
フィカ京カード等の
発行）

国民文化祭のＰＲのためまゆまろ等を印
刷したトラフィカ京カード等の発行を検討
する。

広報・ＰＲ

文化市民局

参加・利用者数（人/年間）

41
市民ふれあいス
テージ

イベントの開催に当たり，ポスター，チラシ
等において市バス・地下鉄を利用した来
場方法を分かりやすく周知し，市バス・地
下鉄の利用促進を図る。また，当日の会
場内においてＰＲブースを設け，来場者に
対して啓発を行う。(平成22年度は10月
16・17日に梅小路公園で）

イベント

文化市民局
参加・利用者数（人/年間）

文化市民局
参加・利用者数（人/年間）

42
京都芸術センター事
業

施設におけるイベントの開催に当たり，ポ
スター，チラシ等において市バス・地下鉄
を利用した来場方法を分かりやすく周知
し，市バス・地下鉄の利用促進を図る。

広報・ＰＲ

43
美術館事業
＜新規＞

美術館主催・共催の展覧会で交通案内を
実施し，地下鉄や市バスの利用促進に努
めている。（広報チラシ，案内人両面）

広報・ＰＲ
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業の実施

－ － － －

文化市民局
参加・利用者数（人/年間）

44

京都ミュージアム
ズ・フォー（京都市内
4館連携協力協議
会）
＜新規＞

展覧会スケジュール等の印刷物で最寄り
の公共交通機関の案内を実施し，地下鉄
や市バスの利用促進に努めている。（4館
は市美術館の他，国立博物館・国立近代
美術館・文化博物館）

広報・ＰＲ
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

・トラフィカ京
カードの発行
・平成22年4月
「金閣寺」，「銀
閣寺」　　各2枚
組　発行
・平成22年10月
「清水寺」2枚組
発行
・平成22年冬以
降　順次発行予
定

販売促進のPR

参加・利用者数（人/年間）

46
「修学旅行1dayチ
ケット」のPRと発売

修学旅行誘致と市バス・地下鉄の新規旅
客を一体的に行うことを目的に多彩な優
待内容を満載した「修学旅行パスポート」
機能を合わせた修学旅行専用の同チケッ
ト販売促進に向けたPRを行う。

乗車券販
売・広告
収入等

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

番号
事業項目 年次計画

類型 担当局区

45
寺院の写真や書を
デザインしたトラフィ
カ京カードの発行

京都仏教会の協力の下，寺院の写真や
書をデザインしたトラフィカ京カードをシ
リーズで発行する。
・平成22年4月　「金閣寺」，「銀閣寺」
各2枚組　発行
・平成22年夏以降　順次発行予定

乗車券販
売・広告
収入等

産業観光局
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

販売促進のPR

取組の推進

・上京区，中京
区，西京区，伏
見区で実施
⇒事業完了

49
「歩いて楽しい観光」
推進のための観光
案内標識の整備

駅や観光地への方向や距離を示した案内
標識の整備を進める。実施に際しては，
区ごとに検討委員会を設置し，整備を進
める。平成20～22年度の3年間で10区（18
年度にモデル実施した東山区を除く）にモ
デル地区を設定して実施予定。

施設の整
備・誘致

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

産業観光局

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

47
京都コンベンション
パスの発行

京都で開催されるコンベンション参加者を
対象に，地下鉄・市バスが乗り放題となる
格安一日乗車券を発行，斡旋。（最低購
入枚数100枚）

乗車券販
売・広告
収入等

48
京都館での市バス・
地下鉄乗車券の販
売

首都圏における京都情報の受発信拠点
である京都館において，市バス・地下鉄の
乗車券を販売し，観光客の市バス・地下
鉄の利用を促進する。
　・京都観光一日乗車券
　・京都観光二日乗車券
　・市バス専用一日乗車券カード
　・市営地下鉄1dayフリーチケット

広報・ＰＲ
乗車券販
売・広告
収入等

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

・ガイドラインの
策定
・モデル地域に
おける有効性
の検証

・ガイドラインに
基いた整備

・トラフィカ京
カード等の販売
・公共交通を利
用した観光コー
スの提案

ガイドブックの
配布

60000人（ガイド
ブック配布数）

― ― ―

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

産業観光局

51
宇多野ユースホステ
ルとの連携による市
バス･地下鉄増客

年間3万人以上が利用する宇多野ユース
ホステルにおいて，公共交通を利用した
観光コースの提案や乗車券等の販売強
化等により，宿泊者や集会室等利用者に
市バス・地下鉄の利用を呼びかける。

広報・ＰＲ

52
「SHO-TEN-
GAI！！」ガイドブッ
ク作成事業

各商店街紹介箇所に市バス・地下鉄の利
用経路を記載したガイドブック（きょうは買
い物日和，50,000部）を市内外において配
布し，公共交通機関の利用促進を図る。
※同時に外国語版（10,000部）も配布す
る。

広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）

50

「歩いて楽しいまち・
京都」観光案内標識
アップグレードプロ
ジェクト

観光客の視点に立った分かりやすい観光
案内標識の在り方について，関係局から
なるプロジェクトチームを設置するととも
に，学識者や交通事業者等からなる「観
光案内標識アップグレード検討委員会」を
設置し，モデル地域における整備の有効
性の検証を行いながら，ガイドラインの策
定とその活用方策を検討する。

施設の整
備・誘致

産業観光局
（事務局）
総合企画
局，文化市
民局，保健
福祉局，都
市計画局，
建設局，消
防局，交通
局，教育委
員会

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

・春秋の観光
シーズン前に
キャンペーン活
動を展開

取組の推進

20,000 20,000 20,000 20,000

地下鉄駅構内
での野菜直売
及び啓発活動
の実施
（4/22から実
施）

地下鉄駅構内
での野菜直売

8万人（来客数） 8万人（来客数） 8万人（来客数） 8万人（来客数）

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

55
京の旬野菜「時待ち
食」キャンペーンの
実施

認定農家が生産した地場の旬野菜即売し
ながら，旬の時期を待って食する京都の
伝統的な調理方法や食べ方を推進する
『京の旬野菜「時待ち食」事業』のキャン
ペーンを地下鉄駅構内で実施する。
実施駅：東野駅，二条城前駅， 太秦天神
川駅

イベント

53
観光客を対象とした
公共交通機関の利
用促進

54

きものでおでかけ乗
車無料
（「伝統産業の日」事
業として実施）

「伝統産業の日」事業の一環として，きも
の着用者を対象に，市バスと地下鉄の運
賃を無料にする。

特典付与

16団体で構成する「公共交通機関でおこ
しやす・京都市協議会」で春秋の観光シー
ズン前に，近畿，山陽及び中部地方等の
主要駅等において，公共交通機関を利用
した観光客誘致のためのキャンペーン活
動を展開。

公共交通
への転換

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

地下鉄駅と直
結した地下街
「ゼスト御池」に
市内産野菜の
直売所を開設
する。
（4/1から実施）

4万人（来客数） 4万人（来客数） 4万人（来客数） 4万人（来客数）

取組の推進

※23年度以降
の実施につい
ては予算要求
の状況による

目標８万人

ミートフェアの
開催

750人 750人 750人 750人

57
KYOTO CMEX
(KYOTO Cross
Media Experience)

58
ミートフェアにおける
臨時シャトルバスの
運行

開催に当たり，市場内敷地では十分な駐
車スペースの確保が困難であり，近隣の
敷地を臨時駐車場として活用。臨時駐車
場と会場を接続するバス路線の運行によ
り，来場者の無料送迎を実施。

※駐車場確保が困難なため，22年度以
降，バスによる送迎を取り止め。

イベント
臨時バス
の運行

京都が持つ，マンガ・アニメ，映画・映像，
ゲーム等のコンテンツのポテンシャルと魅
力を国内外に発信するとともに，これらの
コンテンツ産業を支える人材育成・人材交
流を図ることを目的としたイベントを実施
する。

イベント

産業観光局

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

56
京のこだわり旬野菜
直売所の開設

「旬の時期に旬のものを，地域のものを地
域で食する」食生活スタイルを推進し，市
内産野菜の消費拡大を図るため，「京の
こだわり旬野菜直売所」をゼスト御池に開
設する。

イベント

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業の実施
開催期間：平成
22年8月6日～
15日
※点灯19時～
21時30
来場者数：
703,000人

ものづくりフェア
の開催（２３年
度以降のフェア
の開催は未定）

3万人（来客数） 3万人（来客数） 3万人（来客数） 3万人（来客数）

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）

59
京の七夕
＜新規＞

「願い」をテーマに，京都ならではの七夕
にちなんだ「京の七夕」を京都府，京都
市，京都商工会議所，京都仏教会等の
オール京都体制で実施。京都の新たな夏
の風物詩として，京都観光，和装をはじめ
とする伝統産業の振興を図る。

イベント

60

ものづくりフェアにお
ける公共交通機関
の利用促進
＜新規＞

約3,000枚のリーフレット及び約350枚のポ
スターを発行のうえ関係機関に配布し，
フェアの案内とともに，公共交通機関の利
用を呼び掛けている。

イベント，
広報・ＰＲ

産業観光局

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

各区１箇所
全市１１回

参加者数（見込）
３３０人

積極的な普及
啓発の実施

－ － － －

取組の推進
（10月16日）

約200人

地域とともに歩み地域に根ざした若杉学
園を目指して，学園内において学園紹介・
遊びコーナー等を「「親の会」と共催で実
施し，若杉学園周辺の地域住民と交流を
図ることにより，障害のある方の理解を深
めるという行事であり，毎年1回開催して
いる。

参加・利用者数（人/年間）

若杉祭63

保健福祉局

イベント 保健福祉局

その他

61

健康ウォーキング推
進事業～笑って湯っ
たり健康ウォーキン
グ～【臨時】

京都未来まちづくりプランに掲げる「健康
で笑顔の市民づくり」及び政策の融合モデ
ル「歩いて楽しいまち」の推進を図るた
め，地下鉄の駅等を起点とする１時間程
度のウォーキングの後，銭湯で寄席を楽
しみ，汗を流せる「笑って湯ったり健康
ウォーキング」を休日に市内各所で実施
し，心身のリフレッシュと参加者同士の交
流を深める。
平成２１・２２年度の２箇年事業

事業項目
番号

62
敬老乗車証制度の
普及啓発

70歳以上の市民を対象に市バス・地下鉄
に乗車できる敬老乗車証を交付。積極的
な普及啓発を行い，交付率の向上に努め
る。

担当局区類型
年次計画

参加・利用者数（人/年間）

イベント 保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

約60名

取組の推進
（9月4日，5日）

20,000
（参加者数）

20,000
（参加者数）

20,000
（参加者数）

20,000
（参加者数）

講座の開催
（8月26日予定）

　３０
（参加者数）

　３０
（参加者数）

　３０
（参加者数）

　３０
（参加者数）

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

66
京都市子ども動物
愛護講座

地域や家庭における動物の愛護と適正な
飼養に関する普及啓発をはかるため，市
内の小学校５，６年生を対に，毎年１回夏
休に，地下鉄沿線の会場を借りて開催し
ている。

イベント

イベント 保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

64

本市開催の大都市
会議や行政視察に
おける交通局カード
乗車券の活用

参加・利用者数（人/年間）

65 市民すこやかフェア

・市民が気軽に参加できる催しを通じて，
長寿社会を考える機会を提供することを
目的に開催する高齢者総合福祉イベント
・チラシ，ポスターに地下鉄最寄駅名を記
載

大都市会議の本市開催時や行政視察等
の際に活用するため，積極的に交通局
カード乗車券を購入し，配布する予定。
２２年６月に，大都市民生主管局長会議を
開催予定（約６０名出席）。
※実績：大都市民生主管局長会議（平成
22年6月3日，4日開催）で約６０名に交通
局カードを配布した。

保健福祉局
乗車券販
売・広告
収入等
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

フエスティバル
の開催
（9月23日）

３００
（参加者数）

３００
（参加者数）

３００
（参加者数）

３００
（参加者数）

講座の開催

７０
（参加者数）

７０
（参加者数）

７０
（参加者数）

７０
（参加者数）

研修会の開催

４００
（受講者）

４００
（受講者）

４００
（受講者）

４００
（受講者）

68
犬のしつけ方教室
（ガイダンスセミナー
講座）

69
京都市動物取扱責
任者研修会

動物の愛護及び管理に関する法律に規
定する動物取扱業を営む業者の動物取
扱責任者を対象に，動物取扱責任者の業
務に必要な知識及び能力の向上を図るた
め，毎年１～２月に５～６回に分けて，地
下鉄沿線の会場を借りて開催している。

イベント

人と動物が共存できる生活環境を確保す
るための啓発事業として，犬の飼い主に
対し，犬の習性・生理などの理解を深める
とともに，飼犬の適正な飼養方法，しつけ
方を取得してもらうことを，また，これから
犬を飼われる方に対し，犬を迎え入れる
ための準備及び心構えをしていただくた
めに，毎年１１月に，１回のガイダンスセミ
ナー講習と３回の実技講習を行っている。
その内，ガイダンスセミナー講習について
は，地下鉄沿線の会場を借りて開催して
いる。

イベント

保健福祉局

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

67
京都市動物愛護フェ
スティバル

動物の愛護と適正な飼養に関する普及啓
発をはかるため，毎年９月２０日から同月
２６日までの動物愛護週間に１日，地下鉄
沿線の会場を借りて開催している。

イベント

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進
短冊（8/4～15）
絵画
（10/13～23，
11/15～25）

短冊５１８葉
絵画１００点

取組の推進
（5月22日）

イベントの開催
等
（23年1月29日
～31日，2月20
日）

8,000 8,000 8,000 8,000

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

70

京都市営地下鉄「子
どもたちの願いを乗
せて」
(主催 公益社団法人
京都市児童館学童
連盟・京都市日本保
育協会)

「京の七夕」関連事業として，児童館，学
童保育所，保育園の子どもたちの願いの
こもった短冊を地下鉄に掲示するほか，
子どもたちが描く絵画を地下鉄に掲示す
ることにより，地下鉄の利用促進を図る。
（２３年度以降は未定）

イベント

72 保育フェスタ

京都市（保育課・市営保育所），社団法人京都
市保育園連盟等の代表で組織される「笑顔
いっぱい元気いっぱい保育フェスタ実行委員
会」での協議をもとに，乳幼児及びその保護者
をはじめとする一般市民を対象とした子育て講
演会，絵画展，イベントを開催する。
子育て講演会，絵画展，イベントの開催を通じ
て，「子育て支援都市・京都」の実現に向け，
乳幼児健全育成に対する市民の理解と認識を
深め，職員の資質向上を図るとともに，本市の
保育所（園）及び昼間里親の保育実践を広く市
民に周知する。

イベント

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

71

右京ブロック児童
館・学童保育所まつ
り
(主催　 公益社団法
人京都市児童館学
童連盟・京都市)

児童館，学童保育所が，ステージ発表，
各種コーナーなど，子ども向けの工夫を
凝らした出し物を実施し，その中で交通局
のブースを設け地下鉄利用をアピールす
る。（２３年度以降は未定）

イベント

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

イベントの開催
等
（23年2月12，13
日）

7,000 7,000 7,000 7,000

イベントの開催
等
（5月21日）

2,000 2,000 2,000 2,000

イベントの開催
等
（6月26，27日）

1,000

保健福祉局

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

73
京都幼児音楽フェス
ティバル

市内約27箇園の保育所が，こどもの豊か
な心の育成を促進するために，日頃積み
重ねてきた音楽リズム保育の成果を市民
に広く発表する。

イベント

参加・利用者数（人/年間）

保健福祉局

参加・利用者数（人/年間）

74 こどもSLフェスタ

75
京都市昼間里親制
度60周年記念事業
記念式典

産休明けからの乳児を，昼間，一般家庭
で保育する本市独自の「昼間里親制度」
が今年度で60周年を迎えることを記念し，
これからの制度発展と子どもたちの健や
かな成長を願って，京都市昼間里親連絡
会との共催により，親子で参加できる多彩
な企画を実施する。

イベント

こどもの豊かな心の育成を促進するため
に，日頃の保育では体験できない感動や
普段とは違う人々との触れ合いを体験す
ることのできる機関車体験乗車・コンサー
ト及びパフォマンスショーを通じて，児童に
社会見学及びレクレーションの場を提供
する。

イベント
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

イベント，事業
の開催

(4,431,411)
参考数値

(7,698,000)
参考数値

(7,698,000)
参考数値

(7,698,000)
参考数値

取組の推進

32,000
（来場者数）

25,000
（来場者数）

25,000
（来場者数）

25,000
（来場者数）

担当局区類型
事業項目

番号
年次計画

市バスのバス停や地下鉄駅に近い公共
施設等において積極的にイベントを開催
し，施設等の利用者を増やすことにより，
市バス・地下鉄の利用促進に寄与する。
＜関連施設＞
ア　御池公共地下広場
イ　パセオ・ダイゴロー西館アトリウム（公
共空間）
ウ　京都市景観・まちづくりセンター
エ　平成の京町家モデル住宅展示場
オ　京都市すまい体験館

イベント 都市計画局

参加・利用者数（人/年間）

77

地域住民・事業者の
主体的な都心のに
ぎわい創出支援
（御池通沿道のまち
づくり）

　御池通を京都のシンボルロードとしてふ
さわしい通りとするため，特別用途地区策
定や沿道景観形成計画を定めるなど，魅
力的な景観形成やにぎわいのある市街地
の形成を目指している。
　また，御池通の目標像の一つである「に
ぎわいと文化」を創出するための取組の
一環として，平成１８年度から沿道５学
区，沿道事業者，京都商工会議所及び京
都市で構成する実行委員会主催による
「おいけフェスタ」を実施している。
※「おいけフェスタ」については，平成22年
10月23日（土），24日（日）開催。

まちづくり
計画策定

等
都市計画局

参加・利用者数（人/年間）

76

バス停・地下鉄駅近
隣の公共施設等に
おけるイベントの開
催
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

会の運営，イベ
ントの開催等へ
の支援

― ― ― ―

・「歩くまち・京都」
推進本部会議の開
催
・「歩くまち・京都」
推進会議及び3つ
の推進マネジメント
会議の開催

・取組の推進

－ － － －

・「歩くまち・京都」憲章の
普及・啓発
・「歩くまち・京都－公共
交通マップ全市版」（仮
称）の配布
・地域住民や大学等と連
携した参加型MMの推進
・自動車運転免許更新手
続時におけるMMの実施

・取組の推進

― ― ― ―

参加・利用者数（人/年間）

まちづくり
計画策定

等
都市計画局

公共交通
への転換

80
「スローライフ京都」
大作戦

市民のライフスタイルの中で交通行動の
変革を意識付けるため，全国で初めて，
全市民，観光客等に向けた大規模なモビ
リティ・マネジメント(MM)を体系的に実施
する。市内を運行する電車やバスの便利
な情報等を，あらゆる機会を捉えて重層
的，複合的に市民に提供し，環境や健
康，経済面での公共交通利用の優位性に
気付いていただき，自発的な意識改革に
よる交通行動の変化を図り，自動車利用
の抑制と公共交通の利用促進を図る。

79
「歩くまち・京都」総
合交通戦略の推進

平成22年1月に策定した「歩くまち・京都」
総合交通戦略について，総合的な推進及
び点検を図る全庁挙げた「歩くまち・京都」
推進本部を設置するとともに，実施プロ
ジェクトの進捗を点検し，社会情勢の変化
も踏まえた戦略の充実や見直しを検討す
るため，関係団体，学識経験者，関係行
政機関で構成した「歩くまち・京都」推進会
議や実施プロジェクトを具体的に推進する
ための3つの推進マネジメント会議を設置
し，推進を図る。

参加・利用者数（人/年間）

都市計画局

都市計画局

参加・利用者数（人/年間）

78

地域住民・事業者の
主体的な都心のに
ぎわい創出支援
（烏丸通沿道のまち
づくり）

　烏丸通のにぎわい創出に向け，平成１８
年度から烏丸通沿道（三条～高辻間）の
地権者等からなる烏丸通沿道懇談会が
立ち上がり，地区計画策定や街路樹のイ
ルミネーションに取り組まれており，京都
市は，これらの取組の支援を行っている。
　中長期的には，これら様々な取組を通じ
て，ビジネス機能・商業サービス機能の集
積を図っていくことで，結果として通勤客・
買い物客の増加が期待できる。
※イベントについては，烏丸通の一般通
行客との区別ができないため，参加者数
を定めていない。平成２２年１２月１日～１
２月３１日に開催を予定している

まちづくり
計画策定

等
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京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

・洛西地域におけるバ
ス利便性向上
・京都市内共通乗車
券（京都カード（仮
称））の創設
・公共交通不便地域
の対応策に関する検
討

・取組の推進

― ― ― ―

・四条通の歩道拡幅
と公共交通優先化の
課題解決のための社
会実験
・人が主役のまちなか
道路の推進

・取組の推進

― ― ― ―

・歩道拡幅に伴う
周辺道路への影
響の検証
・整備基本計画
の策定

・取組の推進

― ― ― ―

都市計画局
「歩くまち・京都」公
共交通ネットワーク
の連携強化

81

「歩くまち・京都」総合交通戦略の先行実
施プロジェクトとして交通事業者，関係機
関と協議を行ってきた，市内で運行する鉄
道，バス事業者間の連携による公共交通
ネットワーク強化のための施策について
具体的な実現を図り，公共交通の更なる
利便性の向上を図る。

参加・利用者数（人/年間）

利便性向
上

82
歩いて楽しいまちな
か戦略

京都の活力と魅力が凝縮した歴史的都心
地区（四条通，河原町通，御池通，烏丸通
に囲まれた地区）を中心とした「まちなか」
において，四条通の歩道拡幅や公共交通
優先化をはじめとする，安心・安全で快適
な歩行空間の確保や賑わいの創出など，
人と公共交通優先の「歩いて楽しいまちづ
くり」を推進する。

公共交通
への転換

参加・利用者数（人/年間）

83
「歩いて楽しい東大
路」歩行空間創出事
業

東山地区を南北に縦貫し，東山区民の生
活道路として，多くの人や車が行き交う東
大路通において，観光客を含めた「人」が
主役の歩いて楽しい歩行空間の創出に向
け，「環境」，「景観」，「地域コミュニティ」，
「観光振興」などの観点から，道路空間の
再配分を行い，併せて無電柱化やバリア
フリー化を推進する。

まちづくり
計画策定

等

都市計画局

都市計画局

参加・利用者数（人/年間）
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・市民意見募集
の実施
・整備計画の策
定
・測量の実施

・取組の推進

― ― ― ―

・観光地交通対
策の実施

・取組の推進

－ － － －

・パークアンドラ
イド利用者の増
加

・取組の推進

― ― ― ―

84
京都駅南口駅前広
場の整備

本市最大のターミナル駅である京都駅の
南口駅前広場について，年間5,000万人を
超える観光客が訪れる国際文化観光都
市・京都の玄関口にふさわしい交通結節
機能の向上や，安全で快適な歩行者空間
の創出など，利用者の視点に立った広場
の整備を行う。

利便性向
上

参加・利用者数（人/年間）

85 観光地交通対策

秋の観光ピーク期である11月に，交通の
円滑化と安全快適な歩行者空間を創出す
るため，嵐山地区と東山地区において，
京都府警察等関係機関と連携の下，臨時
交通規制やシャトルバスの運行等の交通
対策を，パークアンドライドと併せて実施
することにより，自動車流入の抑制と公共
交通の利用を促進する。

公共交通
への転換

86
パークアンドライドの
実施

環境負荷の軽減を図るとともに，市内へ
の自動車流入の抑制と観光地を中心とす
る交通渋滞の緩和を目的として，近隣自
治体や駐車場事業者等と連携し，秋の観
光シーズンのほか，土曜・日曜・休日など
市内への自動車流入が増える時期に合
せて継続実施する。更に，通勤，買物など
日常生活での利用に向けて駐車スペース
の拡大や利用促進策の実施により通年化
を図る。

公共交通
への転換

都市計画局
参加・利用者数（人/年間）

都市計画局

参加・利用者数（人/年間）

都市計画局
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・ＪＲ東福寺駅，京
阪東福寺駅の整備
・嵯峨嵐山地区に
おける連絡会議の
開催

・取組の推進

― ― ― ―

87
交通施設バリアフ
リー化の推進

「京都市交通バリアフリー全体構想」に基
づく「重点整備地区」において，旅客施設
及び周辺道路等の重点的・一体的なバリ
アフリー化を推進する。

利便性向
上

都市計画局

参加・利用者数（人/年間）
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

研修会の開催

約５０人

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

その他 建設局

建設局

広報・PR
建設局

その他

参加・利用者数（人/年間）

地下鉄利用者の利便性向上による増客を
図るため，地下鉄施設内における駅ナカ
ビジネスの道路占用について，歩行者の
通行に支障のない範囲で地下鉄事業者
の自主管理に委ねる取扱いを平成２０年
１０月１日から実施している。

参加・利用者数（人/年間）

駅ナカビジネスの促
進を図るための道
路占用許可申請手
続の簡素化

90

番号
年次計画

参加・利用者数（人/年間）

89
広告付きバス停上
屋の設置に向けた
関係機関の調整

広告付きバス停上屋の設置によるバス待
ち環境の向上により増客を図るため，関
係機関による協議会を設置し，必要な許
可等を円滑に行うための調整を行ってい
る。交通局では２２年度から市民意見を参
考に本格的な設置を進め，２５年度中に４
００箇所の設置を目指す予定であり，引き
続き関係機関の調整を行う。

担当局区類型

88
Think Our Street推
進委員会が開催す
る研修会【臨時】

全国２８都市が加盟するThink Our Street
推進委員会の研修会（１１月）を京都市内
で開催するにあたり，地下鉄沿線に会場
を設定し，地下鉄でのアクセス方法を案
内する。

事業項目
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取組の推進

― ― ― ―

イベントの開催
（8月10日）

100
（参加者数）

100
（参加者数）

100
（参加者数）

100
（参加者数）

イベントの開催

参加者数
（見込み）
3,000人

施設の整
備・誘致

建設局

参加・利用者数（人/年間）

イベント

建設局

参加・利用者数（人/年間）

建設局

地下鉄駅及び市バス停留所周辺で駐輪
場を整備し，市バス・地下鉄の利用促進を
図る。

８月の「道の日」記念イベントをゼスト御池
河原町広場（地下鉄京都市役所前駅）で
行う。イベントでは，道路の正しい利用に
ついての啓発，自転車駐輪マナーの向上
キャンペーン等を行う。

92
「道の日」記念事業
（地下鉄沿線での事
業実施）

参加・利用者数（人/年間）

91 駐輪場の整備

93 交通安全フェスタ
盲導犬講習やさまざまな交通安全体験を通し
て，交通安全活動を推進する。

イベント

35



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

取組の推進

77,000
（来場者数）

77,000
（来場者数）

77,000
（来場者数）

77,000
（来場者数）

取組の推進

1,000
（来場者数）

1,000
（来場者数）

1,000
（来場者数）

1,000
（来場者数）

イベント 建設局

参加・利用者数（人/年間）

94 グリーンフェア

参加・利用者数（人/年間）

95 春の子ども祭り

大宮交通公園にて年１回春に開催してい
る。
子供に楽しみながら交通に関する知識
や，正しい交通ルールを身につけてもらう
ことを目的につくられた本公園の取組を広
く理解してもらうために開催している。

市民の皆様に京都市を代表する都市公
園「梅小路公園」の広大な緑や，季節の
花々に親しんでいただくために年２回，春
と秋に開催している。

イベント 建設局
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

約25,000人
（参加者数）

取組の推進

約300人
（コーナー来客数）

取組の推進

約2,000人
（来場者数）

年次計画

96

北区民ふれあい事
業
(公共交通機関の利
用促進)

四大まつり（春・夏・秋・冬まつり）や人権
啓発事業等，北区民ふれあい事業の実施
に当たり，参加者に公共交通機関の利用
を積極的に呼び掛ける。

広報・PR 北区

参加・利用者数（人/年間）

北区伝統ブランドい
きいき発信事業

北区

参加・利用者数（人/年間）

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

北区

北区で生産されている京野菜をＰＲするイ
ベント「もぎたて　京の朝市」を市バス・地
下鉄駅及びその付近で開催。（初夏，初
冬に実施予定）

98

参加・利用者数（人/年間）

担当局区類型

97

北区民春まつり
～ふれあいまつり
　　　　　　　２０１０～

交通局コーナーの
設置

市バス・地下鉄の利用を呼びかけるととも
に，市バス1日乗車券等や交通局オリジナ
ルグッズの販売を行う。

事業項目
番号

イベント
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取組の推進

イベント 北区99
北区北部山間いき
いき大作戦エコツー
リズムキャンペーン

北区の豊かな自然と伝統的な山村風景を
多くの方に体感していただき，守っていく
ために，自然と素朴な人の営みを撮影し
た写真を募集するイベントを開催。（フォト
コンテスト計３回，フォトツアー計３回実施
予定）
現地へのアクセスに公共交通機関の利用
を呼び掛ける。

参加・利用者数（人/年間）
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

イベントの開催

7000 4000 4000 4000

22年度で終了

34

イベントの開催

40 40 40 40

上京区

上京区

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

上京区

職員内で企画する催しの際に，会場まで
の移動手段として，利用可能な場合は，
臨時バスを手配。
または，市バスの利用を勧奨。（開催時期
未定）

職員の利用促進102

乗車券販
売・広告
収入等

101
委員謝礼の支払い
に市バス一日乗車
券を利用

「上京区基本計画策定委員会」委員に支
払う謝礼として市バス一日乗車券を利用。
（開催回数等未定）

参加・利用者数（人/年間）

臨時バス
の運行

参加・利用者数（人/年間）

担当局区類型

100
「上京区民ふれあい
まつり」における
市バス等のＰＲ

交通局にＰＲブースの出店を依頼し，トラ
フィカ京カードや交通局オリジナルグッズ
の販売やマスコットキャラクターのステー
ジ出演などを通じて，市バス・地下鉄の利
用を呼び掛ける。22年10月24日開催。

事業項目
番号

年次計画

参加・利用者数（人/年間）
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取組の推進

取組の推進

取組の推進

104

ホームページコンテ
ンツ（撮っておき上
京！）における市バ
ス・地下鉄情報の掲
載

103
上京散策手帳にお
ける市バス・地下鉄
情報の掲載

上京区

観光の際の公共交通機関の利用を促進
するため，上京区の観光スポットを紹介し
ている小冊子「上京散策手帳」の紙面上
の地図において，市バス路線・系統番号
及び停留所を明記。

広報・ＰＲ

観光の際の公共交通機関の利用を促進
するため，上京区ホームページコンテンツ
「撮っておき上京！」において，現地への
市バス・地下鉄での行き方を交通局に依
頼し明記。

広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）

上京区

参加・利用者数（人/年間）

上京区

参加・利用者数（人/年間）

105

かみぎゅうくんの
Twitterにおける市
バス・地下鉄利用の
呼びかけ
＜新規＞

来庁時や観光の際の公共交通機関の利
用を促進するため，上京区マスコットキャ
ラクター「かみぎゅうくん」のTwitterにおい
て，市バス・地下鉄利用を呼びかける書き
込みを断続的に掲載。

広報・ＰＲ
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

約5,000人
（参加見込数）

約5,000人
（参加見込数）

約5,000人
（参加見込数）

約5,000人
（参加見込数）

取組の推進

取組の推進

20,000部（パン
フレット配布数）

ー ー ー

108

「留学生がおすすめ
する文化と歴史の左
京ウォーキングマッ
プ」への市バス地下
鉄路線図の掲載
＜新規＞

「留学生がおすすめする文化と歴史の左
京ウォーキングマップ」において市バス地
下鉄路線図の掲載

広報・ＰＲ 左京区

参加・利用者数（人/年間）

107
職員の市バス利用
の促進

職員内で企画する催し等において，乗車
券カードの利用を検討

参加・利用者数（人/年間）

左京区

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

左京区

乗車券販
売・広告
収入等

担当局区類型

106
ふれあい事業等で
の公共交通機関利
用促進

ふれあい事業等を市バス・地下鉄沿線で
開催する際には，パンフレットに最寄駅や
バス停，系統を記載。
また，関係団体，参加者に市バス・地下鉄
利用を呼び掛ける。啓発ブースを設ける
場合は，交通局も開設できるよう配慮す
る。

事業項目
番号

参加・利用者数（人/年間）

年次計画
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取組の推進

ー ー ー ー

取組の推進

12人
（委員謝礼数）

20
（委員謝礼数）

20
（委員謝礼数）

20
（委員謝礼数）

取組の推進

60人
（掲載数）

60人
（掲載数）

60人
（掲載数）

60人
（掲載数）

市民しんぶん左京区版「左京ボイス」区民
作品コーナー（川柳・挿絵）の謝礼に「市
バス一日乗車券」利用する。

乗車券販
売・広告
収入等

その他
職員プロジェクトチーム「歩くまち・左京の
推進に向けて」による検討する。

左京区

参加・利用者数（人/年間）

110

委員謝礼に「スルッ
トＫＡＮSAI都カード」
利用
＜新規＞

各種委員謝礼において「スルットＫＡＮSAI
都カード」を利用する。

乗車券販
売・広告
収入等

左京区

参加・利用者数（人/年間）

111

市民しんぶん左京
区版「左京ボイス」
区民作品コーナー
（川柳・挿絵）謝礼に
「市バス一日乗車
券」利用
＜新規＞

左京区

参加・利用者数（人/年間）

109

職員プロジェクト
チーム「歩くまち・左
京の推進に向けて」
による検討
＜新規＞
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

区役所庁舎内
のテレビモニ
ターによる広報
の実施

― ― ― ―

区役所庁舎内
等への掲示

― ― ― ―

委員会の開催
（年間２回程
度）

― ― ―

38
（述べ委員数）

― ― ―

番号

112
テレビモニター広報
による市バス・地下
鉄利用の呼びかけ

区役所設置の5台のテレビモニターを利用
し，市バス・地下鉄の利用を呼び掛ける。

担当局区類型
年次計画事業項目

広報・ＰＲ 中京区

参加・利用者数（人/年間）

113
「はんなり中京マッ
プ」拡大版の掲示

広報・ＰＲ 中京区

参加・利用者数（人/年間）

地下鉄等の駅やバス停などを掲載してい
る同マップの拡大版を庁内等に掲示する
ことで来庁者や観光客等の公共交通機関
利用を促進。

114
委員謝礼としての「ト
ラフィカ京カード」利
用

「中京区基本計画策定委員会」の委員に
支払う謝礼として同カードを利用し，地下
鉄（市バス）の利用を促進。

乗車券販
売・広告
収入等

中京区

参加・利用者数（人/年間）
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厚生会事業で
記念品としてト
ラフィカ京カード
配布

厚生会事業参加者

数

80人

取組の推進
23年以降は未
定

19,000
（来場者総数）

年12回発行

中京区民世帯数
54928世帯

（２２．５．１現在）

参加・利用者数（人/年間） イベント 中京区116

「中京区民ふれあい
まつり2010」におけ
る地下鉄利用の促
進

ふれあいまつり開催の広報活動を通じ
て，地下鉄（市バス）利用を呼び掛けると
ともに，当日地下鉄利用で来場した方に
粗品を進呈するなど，地下鉄利用の促進
を図る。
　開催日　10月24日（日）
  会   場　中京中学校

中京区参加・利用者数（人/年間）115 職員の利用促進
中京区厚生会事業で，事業参加者に記念
品としてトラフィカ京カード500円分を配布
した

職員等利
用

中京区参加・利用者数（人/年間）117

中京しんぶんの読
者プレゼントとして
「トラフィカ京カード」
利用

中京しんぶん（市民しんぶん中京区版）の
読者プレゼントとして同カードを利用し，地
下鉄（市バス）の利用を促進

乗車券販
売・広告
収入等
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

取組の推進

約13,000人
（来場者数）

約13,000人
（来場者数）

約13,000人
（来場者数）

約13,000人
（来場者数）

担当局区類型

118

東山区来訪者向け
ホームページへの
市バス・地下鉄情報
の掲載

公共交通機関の利用を促進するため，東
山区各名所へのアクセス情報を公共交通
機関の情報に限定し，区内各観光名所や
イベント情報の掲載には，市バス・地下鉄
の最寄り駅などを紹介するほか，交通局
や便利な乗車券を紹介するページにもリ
ンク。
(22年11月の観光シーズンの市バス・地下
鉄をはじめとした公共交通機関の利用を
促す情報を充実）

事業項目
番号

年次計画

広報時に，会場までの交通手段として公
共交通機関の利用を促す文言を掲載。ま
た，当日は交通局ブースを出店しトラフィ
カ京カードの販売等を行う。22年5月30日
開催。

東山区民ふれあい
ひろばにおける参加
者の市バス・地下鉄
の利用促進

120

広報・ＰＲ119

東山３Ｋ（観光・交
通・環境）協力金会
議との協働による取
組の推進

取組の一環として，市バス・地下鉄などの
公共交通機関利用を促す観光散策マップ
の発行や観光案内標識の設置など，歩い
て楽しむ観光を推進。
連休や秋の観光シーズンなど，人出の混
雑が予想される際には交通誘導員を配置
し，安全に散策できるような環境づくりに
取り組む。

参加・利用者数（人/年間）

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

東山区

参加・利用者数（人/年間）

参加・利用者数（人/年間）

東山区

広報・ＰＲ 東山区
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取組の推進

約１００人
（参加者数）

東山区

参加・利用者数（人/年間）

121 職員の利用促進
職員内で企画する催し等において，トラ
フィカ京カードを使用。
23年1～2月開催予定。

乗車券販
売・広告
収入等
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

観光イベントの
開催
（11月19，20日）

未定 未定 未定 未定

取組の推進
（①については
22年度で終了）

取組の推進 取組の推進 取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

―

事業項目
番号

「おこしやす“やまし
な”協議会」による市
バス・地下鉄の利用
促進の取組

122

以下の取組を実施。
①京都観光一日乗車券（山科・醍醐拡大
版）の販売促進（乗車券利用当日，提示し
た方に山科区の４寺院の拝観料割引を実
施。乗車券販売期間中）
②地下鉄駅における観光マップの配布
③協議会ＨＰによる広報・ＰＲ（地下鉄を利
用した山科区へのアクセス方法などを掲
載）

124

担当局区類型
年次計画

広報・ＰＲ
乗車券販
売・広告
収入等

広報・ＰＲ
乗車券販
売・広告
収入等

123

販売促進策として，市民しんぶん山科区
版でのＰＲ，区内イベントのＰＲに合わせ
たＰＲ等を実施。

参加・利用者数（人/年間）

京都・やましな観光
ウィークの実施

21年11月開催の観光イベント，京都・やま
しな観光ウィーク「恋の地・平安浪漫の路
in勧修寺・隨心院」の成果を踏まえ，22年
度においても観光イベントを継続的に実
施。

イベント 山科区

参加・利用者数（人/年間）

山科区

参加・利用者数（人/年間）

山科区
京都観光一日乗車
券（山科・醍醐拡大
版）の販売促進
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スタンプラリー
の実施

未定

取組の推進

500人
（定員）

500人
（定員）

取組の推進

未定 未定 未定 未定

126

｢山科区エコアクショ
ン№１宣言2010」参
加者の地下鉄利用
促進

東部文化会館（椥辻駅付近）で開催予定
のイベントの実施（22年9月11日実施)に当
たり，案内チラシ等で地下鉄利用を呼び
掛ける。また，環境家計簿の取組を推進
することで，地下鉄等の公共交通機関の
利用促進を図る。

山科への観光客数増加を図り，地下鉄の
増客対策につなげるため，地元団体と連
携したスタンプラリーを実施。また，山科
の観光イベントや名所などについても紹
介する広報活動を積極的に展開。

参加・利用者数（人/年間）

乗車券販
売・広告
収入等

127

山科区役所関連事
業の賞品等へのトラ
フィカ京カードの利
用

「山科区エコアクション№１宣言2010」関連
事業の副賞等，山科区役所関連事業の
賞品等に，できる限りトラフィカ京カードを
利用する。

125

おこしやす“やまし
な”スタンプＭＡＰ
（仮称）～山科を
巡って，名産品を
ゲットしよう～の実
施

広報・ＰＲ
イベント

山科区

参加・利用者数（人/年間）

参加・利用者数（人/年間）

山科区

広報・PR
イベント

山科区
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取組の推進

憲法月間　18人
人権月間500人
            （定員）

憲法月間　　－
人権月間500人

（定員）

憲法月間　　－
人権月間500人

（定員）

憲法月間　　－
人権月間500人

（定員）

取組の推進

約3,000人 約3,000人 約3,000人 約3,000人

研究会の設置，
交通問題に関
する研究･検討

―

市民啓発事業にお
ける公共交通機関
の利用促進

広報・PR

憲法月間（5月25日実施）…各種団体の
リーダーを対象に研修会を実施（市内の
施設見学）。移動手段として地下鉄を利
用。
人権月間（12月3日実施予定）…開催場所
を東部文化会館（椥辻駅付近）とし，案内
チラシ等で地下鉄利用を呼び掛ける。

区の交通問題を解決するための対策案を
議論する場として，区内交通事業者，地
元団体，学識経験者，庁内関係部局など
で構成する研究会を設立。具体的なﾊﾞｽ
路線の再構築について，地下鉄の増客に
つなげることも視野に，研究･検討する。
22年9月7日第１回会議実施。23年3月ま
でに4回程度開催予定。

その他

山科区

参加・利用者数（人/年間）

山科区

開催場所を東部文化会館（椥辻駅付近）
とし，案内チラシ等で地下鉄利用を呼び掛
ける。
23年2月13日実施予定。

広報・PR
イベント

参加・利用者数（人/年間）

128

山科区

参加・利用者数（人/年間）

129

「ふれあい“やまし
な”2011区民ふれあ
い文化祭｣参加者の
地下鉄利用促進

130
山科区交通問題研
究会（仮称）の設立
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案内板の設置，
イベントの実施

―

取組の推進

約400人 約400人 約400人 約400人

取組の推進

― ― ― ―

山科区役所全職員に対して，市バスの現
状を周知し，通勤利用及び私的利用を促
進。

職員等利
用

山科区

これまで，山科区役所や区内の小学校等
を集合場所とし，区内中心に実施してきた
が，22年度は，集合場所を京都市役所前
等とするなど，地下鉄を利用していただく
ためのコースを検討している。
22年12月5日実施予定。

イベント

区民が親しみ誇りとし，未来に伝えたい山
科の魅力を選定。22年度には選定した魅
力を活用した行事の実施を検討しており，
地下鉄増客も視野に入れて検討を進め
る。選定された魅力を紹介する冊子｢京都
山科東西南北」により，地下鉄で山科を訪
れる方も増えることが期待される。

広報・ＰＲ
イベント

参加・利用者数（人/年間）

131
区民が選んだ「山科
の魅力｣の選定

133
山科区役所職員に
対する市バスの利
用喚起

132
山科区民歩こう会に
おける地下鉄の利
用

山科区

参加・利用者数（人/年間）

山科区

参加・利用者数（人/年間）
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

１０月１５日供
用開始

― ― ― ―

１０月３１日に
開催。乗車券販
売コーナーにつ
いては設置せ
ず。

集計中
6,600

（平成21年度実
績）

6,600
（平成21年度実

績）

6,600
（平成21年度実

績）

１１月７日開催
予定

20,000
（平成21年度実

績）

20,000
（平成21年度実

績）

20,000
（平成21年度実

績）

20,000
（平成21年度実

績）

担当局区類型

135

「下京門前町ルネッ
サンス」参加者の市
バス・地下鉄の利用
促進

広報時に，会場の両本願寺門前地区まで
の市バス系統も広報。
会場内に市バス・地下鉄乗車券販売コー
ナーを設け，ＰＲしてもらう。
秋頃実施予定。

事業項目
番号

年次計画

身体障害者用3台を除き，駐車場を廃止
し，駐輪場を拡充する。
これにより，自動車中心社会から公共交
通機関と徒歩，自転車の利用への転換を
促す。

下京区総合庁舎
駐輪場拡充

134

参加・利用者数（人/年間）

施設の整
備・誘致

136

「下京区ふれ愛ひろ
ば」参加者の市バ
ス・地下鉄の利用促
進

広報時に，会場の梅小路公園までの市バ
ス系統も広報。
会場内に市バス・地下鉄乗車券販売コー
ナーを設け，PRしてもらう。
秋頃実施予定。

下京区

参加・利用者数（人/年間）

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

下京区

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

下京区

参加・利用者数（人/年間）
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来庁時の公共
交通機関利用
を呼び掛け

― ― ― ―

広報・ＰＲ137
モニター広告による
市バス・地下鉄の利
用案内の放映

モニター広告を利用し，市バス・地下鉄の
利用を呼び掛けるとともに，区役所周辺の
バス停，系統等を表示。

参加・利用者数（人/年間）

下京区
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

4月府知事選
挙，7月参議院
選挙にて実施。

以後，継続。

人権バスツアー
（5月27日）や南
区民ふれあい
まつり（11月14
日）の際に実
施。

以後，継続。

約3万人 約3万人 約3万人 約4万人

人権月間にお
ける講演会（12
月3日）等の際
に実施。

以後，継続。

約400人 約400人 約400人 約400人

138
投票所における市
バス時刻表の掲示

各種選挙の期日前投票所に最寄のバス
停の時刻表を掲示。

139

南区役所が主催す
る屋外イベント等に
おける参加者に対
する公共交通機関
の利用促進

参加者に対して，集合場所を地下鉄の駅
として地下鉄の利用を促し，パンフレット
や区版等による広報の際に，市バスの利
用促進を呼び掛ける。

広報・ＰＲ

広報・ＰＲ

事業項目

参加・利用者数（人/年間）

類型
年次計画

参加・利用者数（人/年間）

番号

南区

南区

参加・利用者数（人/年間）

140

南区が主催する講
演会やシンポジウム
における公共交通
機関の利用促進

参加者に来場の際に市バス・地下鉄を利
用するよう啓発活動を行う。

イベント

担当局区

南区
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適宜実施を検
討。

以後，継続。

市民しんぶん発
行時やHP更新
時に，適宜実
施。

以後，継続。

約60万人 約60万人 約60万人 約60万人

謝礼への活用
を適宜検討。

以後，継続。

南区

参加・利用者数（人/年間）

141 職員の利用促進

職員内で企画する催し等において，交通
局の臨時バス利用を検討。また，トラフィ
カ京カード等の交通局乗車券も活用す
る。

臨時バス
の運行

乗車券販
売・広告
収入等

南区

参加・利用者数（人/年間）

142

南区が発行・更新す
る市民しんぶんや
HPなどの広報媒体
を利用した公共交通
機関の利用促進

南区が発行・更新する市民しんぶんやＨＰ
などの広報媒体を利用し，公共交通機関
の利用促進についても情報発信を積極的
に行っていく。

広報・ＰＲ

南区

参加・利用者数（人/年間）

143

南区役所関連事業
の協力者等への謝
礼としてトラフィカ京
カード等の交通局乗
車券の活用

南区役所が実施する事業等に協力してい
ただいた市民等に謝礼としてトラフィカ京
カード等の交通局乗車券を提供すること
で，公共交通機関の利用促進を図る。

乗車券販
売・広告
収入等
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

担当局区類型

144

サンサ右京の施設
設備を活用した地域
振興事業等の実施

自治会連合会をはじめとする区民団体等
とのきょうかんにより，サンサ右京「区民ロ
ビー」をはじめとする施設設備を，福祉屋
台（福祉施設の手づくり製品の展示販売）
など，柔軟な発想で幅広く活用し，地下鉄
の利用促進につながる事業を展開。

事業項目
番号

年次計画

広報・ＰＲ145

区役所主催・関連事
業における市バス等
のＰＲ・公共交通機
関の利用促進

事業の周知を行う際には，市民しんぶん
区版やポスターに，市バス等公共交通機
関の利用を呼び掛ける。

146

参加・利用者数（人/年間）

参加・利用者数（人/年間）

右京区

イベント 右京区

ふれあい事業等で
の公共交通機関利
用促進

　ふれあい事業等実施時における広報に
は，来場者に市バス・地下鉄を利用して来
場していただくよう，告知看板，ポスター，
市民しんぶん等に記載し利用促進を図
る。
　また，ふれあい事業で啓発ブースを設け
る場合は，市バス・地下鉄ＰＲブースの開
設を検討し，抽選会等の実施の場合は景
品等にトラフィカ京カード・一日乗車券等も
可能な限り活用する。

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

右京区

参加・利用者数（人/年間）
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取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

147

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ

148
区役所における地
下鉄・市バスの利便
性の向上

区役所内に市バス・地下鉄時刻表を貼り
出し，来庁者の利便性向上とともに利用
促進を図る。

広報・ＰＲ

右京区

右京区

参加・利用者数（人/年間）

区役所に設置予定の5台の広告用テレビ
モニターを利用し，市バス・地下鉄の利用
を呼び掛ける。22年6月から実施。

テレビモニター広告
による市バス・地下
鉄の利用案内の放
映
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進
（平成22年11月
20日実施予定）

9,500
（参加者数）

9,500
（参加者数）

9,500
（参加者数）

9,500
（参加者数）

取組の推進
（平成22年6月
13日実施）

250
（参加者数）

250
（参加者数）

250
（参加者数）

250
（参加者数）

担当局区類型
年次計画

149
市バスの利用促進
に向けたPR

イベント等の参加者や区役所への来庁者
に対して，できるだけ多くの方に市バスを
御利用いただけるようＰＲに努める。

事業項目
番号

参加・利用者数（人/年間）

西京区

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ 西京区

イベント
乗車券販
売・広告
収入等

西京区民ふれあいまつりにおいて，交通
局のブースを出店し，区民に親しんでもら
えるイベントのＰＲやトラフィカ京カードの
販売等を行う。

西京区民ふれあい
まつりにおける交通
局ブースの出店によ
る市バスのPR

150

151

西京区魅力再発見
ふれあいウォーキン
グを通じた市バスの
利用促進

「西京ウォーキングマップ」を活用して，区
民との協働により実施する「ふれあい
ウォーキング」について，市バスの停留所
が起点や終点となることを考慮しながら
コースを設定するなど，市バスの利用促
進を図る。

西京区イベント

参加・利用者数（人/年間）
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取組の推進
（平成22年10
月，12月，平成
23年2月に実施
予定）

300
（参加者数）

300
（参加者数）

300
（参加者数）

300
（参加者数）

マップの作成
（23年3月完成
予定）

マップの配布

マップの配布

― ― ― ―

153

西京塾と連携した環
境マップの作成・発
信を通じた市バスの
利用促進

自主的なまちづくり活動を行う「西京塾」の
「環境・自然班」のメンバーと協働して，西
京区内を走る市バス沿線の見所を紹介す
るマップを作成し，広く発信することによ
り，市バスの利用促進を図る。

152 職員の利用促進
職員間において企画する催し等の交通手
段として，できるだけ市バスを利用するよ
う周知する。

西京区

参加・利用者数（人/年間）

西京区

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ

職員等利
用
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

― ― ― ―

広報・ＰＲ
イベント

事業項目
番号 担当局区類型

年次計画

洛西支所

参加・利用者数（人/年間）

154
洛西ニュータウン創
生推進委員会にお
ける交通局との連携

洛西ニュータウン創生推進委員会の主催
するイベント等において，交通局関係ブー
スの出展依頼を行う，市バス利用のPRを
行うなど，交通局との連携を行い，市バス
の利用促進を行う。
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

イベント毎に市
バス・地下鉄で
のアクセスルー
トを掲載

― ― ― ―

庁舎１階入口に
市バスの時刻表
を掲示，市民窓
口課ロビーに市
バス・地下鉄路線
図を配架

― ― ― ―

広告モニターで
地下鉄・市バス
の利用を啓発

― ― ― ―

伏見区広報・ＰＲ

担当局区類型

広報・ＰＲ 伏見区

広報・ＰＲ

155

各種イベントチラシ
における市バス・地
下鉄でのアクセス
ルート掲載

区役所が主催・共催等する各種イベント
の周知チラシにおいて，可能な限り，市バ
ス・地下鉄でのアクセスルートを掲載。

事業項目
番号

年次計画

参加・利用者数（人/年間）

157
広告モニターを使っ
ての公共交通機関
の利用促進

庁舎内設置の広告モニターを活用し，来
庁される方や職員に市バス・地下鉄を中
心とする公共交通機関利用について啓
発。

伏見区

参加・利用者数（人/年間）

156
市バス・地下鉄利用
の啓発

庁舎１階の玄関や各課の窓口において，
区役所来庁時には，市バス・地下鉄を利
用してもらうよう啓発。また，各種送付文
書や行事等の案内文で公共交通機関利
用促進を啓発。 参加・利用者数（人/年間）
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取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

伏見区
職員等利

用

近隣の市バス停留所を示した簡素な案内
地図をＡ４サイズ程度で作成し，ラミネート
した状態で窓口席上に設置。

160
地下鉄駅周辺を拠
点とした事業の実施

地下鉄駅，もしくは駅に近い場所を拠点と
した事業を実施し，区民や職員の利用を
促進する。

イベント

参加・利用者数（人/年間）

158 職員の利用促進
定例課長会や所属掲示板等あらゆる機
会をとらえ，職員に対して，市バス・地下
鉄を利用するよう協力を依頼。

159
広報・ＰＲ（情報提
供）

伏見区

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ

伏見区

参加・利用者数（人/年間）
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６月以降，家庭
訪問の際に個
別に働きかけ
る。

― ― ― ―

委員会の開催
（年間２回程
度）

22年度で終了

46（延べ委員
数）

伏見区

伏見区

「伏見区基本計画策定委員会」の委員に
支払う謝礼として同カードを利用し，公共
交通機関の利用を促進する。

乗車券販
売・広告
収入等

生活保護受給世帯のうち，敬老乗車証の
交付を受けていない７０歳以上の方を対
象に，制度の周知を図り増客につなげる。

その他161
敬老乗車証の利用
促進

162
委員謝礼としての「ト
ラフィカ京カード」の
利用
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

―

取組の推進

未定

担当局区類型
年次計画

164
ふかくさ旬野菜の直
売

深草産の野菜や深草の竹を使った製品
等の販売を行い，深草の旬の野菜の魅力
をPRする。地下鉄駅構内（竹田駅等）での
実施を検討。活動時期等は不定期。

広報・ＰＲ 深草支所

参加・利用者数（人/年間）

事業項目
番号

163
市バス・地下鉄の利
用促進の啓発

22年度から導入したのテレビ広告モニ
ターにおいて，公共交通機関による来庁
及び市バス・地下鉄利用の促進を図る

参加・利用者数（人/年間）

イベント 深草支所
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京都総合観光
案内所等で深
草トレイルマッ
プを配布

第20回深草ふ
れあいプラザ

第21回深草ふ
れあいプラザ

第22回深草ふ
れあいプラザ

第23回深草ふ
れあいプラザ

約15000人 約15000人 約15000人 約15000人

165 深草トレイル

東山三十六峰の最南端に位置する稲荷
山の南西部に広がる丘陵地帯である深
草・稲荷地域は，伏見稲荷大社や藤森神
社などに代表される40以上もの寺院や
祠，鳥居が散在するなど，数多くの名所・
旧跡を有し，また京都を代表する筍を産
出する広大な竹林を有している。これら多
くの名所・旧跡や大岩街道周辺地域の竹
林道を結ぶ散策路（トレイル）を平成20年
度に整備した。
コースのスタートは京阪伏見稲荷駅と京
阪藤森駅であるため，地下鉄三条京阪駅
での乗り継ぎを通して地下鉄利用者の増
加が見込まれる。

深草の良さを再発見し，地元への愛着を
更に図ることを目的として，深草地域の子
どもからお年寄りまで，誰もが参加し楽し
むことができる場を提供することにより，
幅広い世代の住民が相互に交流を深め
ることができる各種事業を展開する。
開催の広報活動を通して，地下鉄（市バ
ス）の利用を呼びかけるとともに，お楽し
み抽選会の景品として市バス・地下鉄乗
車券を利用する。

第20回深草ふれあ
いプラザ

166

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ 深草支所

参加・利用者数（人/年間）
深草支所

施設の整
備・誘致
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

企画・実施 取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

169

担当局区類型

167

地下鉄東西線と醍
醐コミュニティバスと
の連携した醍醐エリ
アへの集客増加対
策

観光振興をはじめとした醍醐地域の活性
化につながる取組(観光マップ，醍醐ＰＲ
パネル作成及び地下鉄駅への配布等)を
行うことで，地下鉄や醍醐コミュニティバス
などの公共交通機関の利用促進につな
げる。

事業項目
番号

年次計画

参加・利用者数（人/年間）

醍醐支所

広報・ＰＲ 醍醐支所

168
醍醐ふれあいプラザ
における交通局ブー
スの出店

醍醐支所

広報・ＰＲ
イベント

刊行物等への交通
アクセスの記載の働
き掛け

ふれあいプラザにおいて交通局にブース
出店を依頼し，地下鉄・バスの利用を呼び
掛ける。（平成２２年度は，9月19日（日）実
施済。平成２３年度以降も同時期に開催
予定。）

参加・利用者数（人/年間）

寺社・各種団体等が作成する行事のパン
フレット等に，交通アクセスとして地下鉄
東西線の記載を働き掛ける。

参加・利用者数（人/年間）

広報・ＰＲ
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取組の推進

― ― ― ―

170
広告用ＴＶモニター
による地下鉄・バス
の利用促進の周知

２２年４月から支所に設置している広告用
ＴＶモニターを利用して，来庁者へ地下鉄・
バスの利用を呼び掛ける。

広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）

醍醐支所
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

約２，８００
（参加者等）

約２，８００
（参加者等）

約２，８００
（参加者等）

約２，８００
（参加者等）

取組の推進

約３，０００
（参加者等）

約３，０００
（参加者等）

約３，０００
（参加者等）

約３，０００
（参加者等）

取組の推進

約９，０００
（参加者等）

約９，０００
（参加者等）

約９，０００
（参加者等）

約９，０００
（参加者等）

取組の推進

約１００，０００ 約１００，０００ 約１００，０００ 約１００，０００

参加・利用者数（人/年間）

消防局
参加・利用者数（人/年間）

イベント

担当局区類型

171 京都市消防出初式

　訓練や行進等を通じ，力強い姿を披露す
るとともに，「安心・安全のまち京都」の推
進に努めていく決意を新たにすることを目
的として京都会館前付近（予定）で開催
　市バス・地下鉄での来場を勧奨する。
○開催日
　 成人の日（１月の第２月曜日）の前日
　 平成23年1月9日（日）

事業項目

参加・利用者数（人/年間）

参加・利用者数（人/年間）
消防局

番号
年次計画

イベント

174
京都市市民防災センター
の利用勧奨

　京都市市民防災センター（南区西九条菅
田町７）における災害の疑似体験，イベント
等へ参加する際，市バス・地下鉄の利用を
勧奨する（通年）。

消防局

173
「防火ふれあいコンサー
ト」

　多くの市民に音楽を通じて防火・防災の
啓発を行うため，消防音楽隊による「防火
ふれあいコンサート」を毎月各１回，市内４
箇所（キタオオジタウン，ゼスト御池，ポル
タプラザ，パセオダイゴロー）の地下鉄沿線
で開催

イベント

172
京都市消防団定例表彰
式及び消防団員家族の
つどい

　市民の生命と財産を守るため，業務に精
励する消防団及び消防団員の表彰を行う
とともに，団員とその家族の献身的な協力
に感謝するため「消防団員家族のつどい」
を京都会館第1ホールで開催
　市バス・地下鉄での来場を勧奨する。
○開催日（年１回，１１月に実施）
　 平成22年11月2日（火）

イベント 消防局
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住宅用火災
警報器設置
推進大会の
開催

約３，０００
（参加者等）

全国消防救
助技術大会
の実施

約１８，０００
（参加者等）

取組の推進

― ― ― ―

消防局

イベント 消防局

参加・利用者数（人/年間）

参加・利用者数（人/年間）

イベント
臨時バス
の運行

177
京都市内で実施する各種
会議，研修会等

　京都市内で実施する各種会議，研修会
等を実施する際に，市バス・地下鉄でのア
クセス方法を紹介する。
（例）
1 全国消防長会東近畿支部総会(4月下旬)
2 全国消防長会東近畿支部役員会(4月下
旬)
3 消防職員意見発表会(4月下旬)
4 その他各種研修会等

広報・ＰＲ 消防局

参加・利用者数（人/年間）

住宅用火災警報器設置
推進大会

　自主防災組織や事業所の方々を対象
に，住宅用火災警報器の奏功事例や地域
で行われている共同購入の取組に関する
情報を紹介
　全世帯設置を推進することを目的として、
みやこめっせで開催
　来場の際，市バス・地下鉄の利用を勧奨
する。
○開催日
　 平成22年6月27日（日）

176 全国消防救助技術大会

　全国消防救助技術大会は，毎年政令市
等で開催されており，第３９回大会を京都
市消防活動総合センターにおいて開催
　なお，同大会の開催に伴い，臨時バスを
利用する。
○開催日
　 平成22年8月27日（金）

175

68



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

着ぐるみの製作 着ぐるみの活用

会員募集，会の
運営，会報誌等
を通じたイベン
ト・事業等の紹
介

会の運営，会報
誌等を通じたイ
ベント・事業等
の紹介

会員募集，会の
運営，会報誌等
を通じたイベン
ト・事業等の紹
介

会の運営，会報
誌等を通じたイ
ベント・事業等
の紹介

300
（会員数）

300
（会員数）

300
（会員数）

300
（会員数）

企画乗車券の
発売

58万枚
（発売枚数）

58万枚
（発売枚数）

59万枚
（発売枚数）

59万枚
(発売枚数）

交通局
総務課

交通局
企画課

広報・ＰＲ

担当局区類型
年次計画

交通局
総務課

178
交通局マスコット
キャラクターの着ぐ
るみ製作

未来のお客様であるお子様に，市バス・
地下鉄に親しみを持ってもらうため，交通
局のマスコットキャラクターの着ぐるみを
製作し，様々なイベントで活用する。

事業項目

参加・利用者数（人/年間）

180
企画乗車券等の販
売促進

他社局と連携して発売している企画乗車
券等について，ＰＲを積極的に行うなど，
販売促進に努める。

乗車券販
売・広告
収入等

参加・利用者数（人/年間）

179
市バス・地下鉄友の
会

市民の皆様やお客様を対象とした会員制
の市バス・地下鉄のファンクラブとして，会
報誌の発行や交通局のイベントへの参加
などを通じて，局事業のＰＲを行い，市バ
ス・地下鉄事業への理解を深めていただ
いている。

広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）
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取組の推進

愛好会事業の
実施
（6月20日）

2回
（事業数）

2回
（事業数）

2回
（事業数）

2回
（事業数）

積極的なＰＲの
実施

交通局
企画課

交通局
企画課

交通局
企画課

182
市バス・地下鉄愛好
会事業の推進

大学などが自主的に企画・運営する，市
バス・地下鉄の増客につながるイベント等
について，交通局がＰＲなどの協力を行
う。

イベント

参加・利用者数（人/年間）

181
民間交通事業者と
連携した取組の推
進

関西の公共交通各社と連携し，神戸や大
阪の他社駅等で観光リーフレットの配布
会やＰＲポスターの掲示を行うことで，相
互に観光客の獲得を図る。

広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）

183
通勤・通学定期券の
ＰＲ強化

自家用車から市バス・地下鉄へのシフトを
図るため，大学入学時のオリエンテーショ
ンでの配布資料に通学定期券のＰＲチラ
シを同封するなど，様々な機会を通じて定
期券のＰＲを徹底して行う。

広報・ＰＲ

参加・利用者数（人/年間）
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イベントの実施

イベント列車の
企画・運行
（8月上旬）

2回
（実施回数）

2回
（実施回数）

2回
（実施回数）

2回
（実施回数）

パネル展の実
施

2箇所
（実施箇所数）

2箇所
（実施箇所数）

2箇所
（実施箇所数）

2箇所
（実施箇所数）

交通局
企画課

交通局
企画課

参加・利用者数（人/年間）

イベント

184

市バス・地下鉄によ
るお出かけを提供す
るスタンプラリーなど
のイベントの実施

市バス・地下鉄利用の機会を提供するス
タンプラリーなどのイベントを実施する。

イベント

参加・利用者数（人/年間）

交通局
企画課
各区

参加・利用者数（人/年間）

185 イベント列車の運行

186

地下鉄・市バスの利
用促進を区役所で
パネル展をして呼び
掛け

区役所等でお得な乗車券，沿線観光情報
等を発信するため，ＰＲポスターの掲示や
チラシを配布するパネル展を開催する。

広報・ＰＲ

地下鉄の利用促進を図るため，地下鉄車
両に装飾を施したイベント列車を運行す
る。
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グッズの製作・
販売

2種類
（グッズ数）

2種類
（グッズ数）

2種類
（グッズ数）

2種類
（グッズ数）

取組の推進

取組の推進

188
増客に向けた市バ
スの系統・ダイヤの
編成

　地下鉄をはじめ民間交通機関とのネット
ワークを活かしたお客様の増加につなが
る系統・ダイヤを編成する。
　利用者からの目線で分かりやすさを追
求した路線やダイヤの実施に努める。

利便性向
上

参加・利用者数（人/年間）

187
地下鉄・市バスグッ
ズの発売

こどもから大人まで幅広い層のお客様が
市バス・地下鉄に親しみを持ってもらえる
よう，市バス・地下鉄の車両をデザインし
たグッズを発売する。

広報・ＰＲ
交通局
企画課

参加・利用者数（人/年間）

交通局
自動車部

交通局
自動車部

参加・利用者数（人/年間）

利便性向
上

189
観光地向け臨時急
行バスの運行

京都駅をはじめとした主要地下鉄駅と観
光地を結ぶ臨時急行路線を運行し，地下
鉄から市内主要観光地へのアクセス向上
を図る。具体的には，すでに運行している
東山シャトル，金閣寺Express，銀閣寺
Expressの利便性向上に努める。

72



京都市地下鉄５万人増客アクションプログラム（上半期）

上屋付きバス
停留所の設置

４０箇所 １００箇所 １００箇所 １００箇所

マニュアルの作
成

５万人増収増
客月間の一環
としての取組

地下鉄開業３０
周年記念の取
組

通常の取組

２０００人 ７０００人

利便性向
上

交通局
高速鉄道部

参加・利用者数（人/年間）

192 地下鉄の日の取組
５月２９日の地下鉄の日の取組として駅周
辺でイベントを行い，集客に努める。

イベント
交通局
高速鉄道部

参加・利用者数（人/年間）

191

駅の案内サイン等
のマニュアル作成や
外国人等に対する
サービスの向上

ユニバーサルデザインに沿った統一的な
サインマニュアルや障害者・高齢者・外国
人観光旅客に対応するマニュアルを作成
し，接客サービスの向上を図る。

交通局
自動車部

設置数（箇所/年間）

190
バス待ち環境の向
上

市バスの利用促進を図るため，新たにバ
ス停広告を導入し，広告料収入を活用し
て，乗り継ぎの多い停留所を中心に雤つ
ゆのしのぎやすいバス停の設置，ベンチ
の設置，周辺の駅や分設停留所，主要駅
への主要時間などの案内表示の充実な
どバス待ち環境の向上を図る。

利便性向
上
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毎年１０月の鉄
道の日近辺に
おいて実施

１０００人 １０００人 １０００人 １０００人

月１回実施

１０００人 １０００人 １０００人 １０００人

　
四条駅オープン
烏丸御池駅等
の事業者募集
駅構内でのサ
ブウェイ・パ
フォーマー事業
の開始

取組の推進

― ― ― ―

交通局
企画課

参加・利用者数（人/年間）

195
駅ナカビジネスの拡
大

四条駅をはじめとした駅構内の配置を見
直すことにより，活用可能な公共空間を最
大限創出するとともに，民間のノウハウも
活用して積極的に取組を展開する。

乗車券販
売・広告
収入等

193
醍醐車庫見学会の
実施

醍醐車庫を一般に公開する見学会を実施
し，増客を図る。

194
アートパフォーマン
ス山科の実施

月１回山科駅近辺の音の広場において，
一般募集のパフォーマーによるイベントを
実施し，増客を図る。

交通局
高速鉄道部

参加・利用者数（人/年間）

イベント
交通局
高速鉄道部

参加・利用者数（人/年間）

イベント
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

各30名程度(見
込み)

（参加者数）

各30名程度(見
込み)

（参加者数）

各30名程度(見
込み)

（参加者数）

各30名程度(見
込み)

（参加者数）

取組の推進

約40,000人
（来場者数）

40,000人程度
（来場者数）

40,000人程度
（来場者数）

40,000人程度
（来場者数）

取組の推進

30
（上下水道モニ

ター数）

30
（上下水道モニ

ター予定数）

30
（上下水道モニ

ター予定数）

30
（上下水道モニ

ター予定数）

担当局区類型
事業項目

上下水道局

上下水道局

上下水道局
イベント

臨時バス
の運行

196
施設見学会での市
バス利用について
の検討

夏休み親子下水道教室（年1回）及び「下
水道の日」（9月10日）施設見学会を開催
予定であり，臨時バスの利用を検討する。

197

蹴上浄水場一般公
開，
鳥羽水環境保全セ
ンター一般公開

施設の公開等の際に市バス・地下鉄の利
用をＰＲ（チラシ等での案内）する。また，
鳥羽水環境保全センター一般公開の際
は，地下鉄の駅から市バスによる送迎を
行うとともに，施設内の循環バスについて
も市バスを運行する。

イベント
臨時バス
の運行

参加・利用者数（人/年間）

番号
年次計画

参加・利用者数（人/年間）

198
上下水道モニターへ
の謝礼

上下水道モニター事業の一環として，意
識調査（アンケート）やモニターレポートの
提出に対する協力の謝礼として，トラフィ
カ京カードをお渡しする。

乗車券販
売・広告
収入等

参加・利用者数（人/年間）
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取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

参加・利用者数
（人/年間）

― ― ―

乗車券販
売・広告
収入等

上下水道局

参加・利用者数（人/年間）

200
京都駅地下通路へ
の自動販売機
の設置

参加・利用者数（人/年間）

201 地下鉄広告の活用

水道水のアピールなど，上下水道事業を
ＰＲするため，地下鉄駅構内及び車両を
活用した広告事業を展開している（広告料
収入）。

地下鉄京都駅の通路に，災害用備蓄飲
料水「京の水道疏水物語」専用自動販売
機を設置する（使用料収入）。

上下水道局

参加・利用者数（人/年間）

乗車券販
売・広告
収入等

上下水道局

199
職員への市バス・地
下鉄利用促進に向
けた取組

上下水道局職員を対象に市バス・地下鉄
利用の促進を周知・ＰＲする。

職員等利
用
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取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

― ― ― ―

上下水道局

参加・利用者数（人/年間）

202
トラフィカ京カードに
よるＰＲ

琵琶湖疏水竣工120周年及び下水道事業
開始80周年等の上下水道事業をＰＲする
トラフィカ京カードを作成する。

乗車券販
売・広告
収入等

上下水道局

参加・利用者数（人/年間）

203
所管施設におけるＰ
Ｒ

営業所住所案内に最寄りの地下鉄駅・バ
ス停から徒歩○分といった記載をすること
で，公共交通機関の利用を促進する。

広報・ＰＲ
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事業名 事業概要 22年度 23年度 24年度 25年度

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

約15万5千人
（年間入館者

数）

約15万5千人
（年間入館者

数）

約15万5千人
（年間入館者

数）

約15万5千人
（年間入館者

数）

「地下鉄子ども
文庫」を4月24
日に実施。

― ― ― ―

教育委員会

広報・ＰＲ 教育委員会

イベント
特典付与

「地下鉄子ども文
庫」の実施，図書返
却ポストの設置

206
施設の整
備・誘致
イベント

教育委員会

205
「青尐年科学セン
ター」の取組等

青尐年科学センターでは，展示場やプラ
ネタリウム等を一般開放しており，特に集
客の見込める夏休み等には無休開館す
るとともに，特別展示等を企画・実施して
いる。
また，京都修学旅行パスポートやスルッと
KANSAI3dayチケット等の提示で入場料を
減免している。

参加・利用者数（人/年間）

親子で自由に本を選んで持ち帰ることの
できるリサイクル文庫を，ゼスト御池「河原
町広場」に設置（毎年4月23日前後）。
また，地下鉄市役所駅前等に，市図書館
の図書返却ポストを設置（22年度に更に1
箇所増設予定）

参加・利用者数（人/年間）

担当局区類型

204
教育施設への来館
者に対する公共交
通機関の利用啓発

教育施設での各種講座等へ市民等の参
加者に対し，来場の際には公共交通機関
を利用いただくよう，参加案内チラシ等に
記載するなど，市バス・地下鉄の利用促
進を促す。

事業項目
番号

年次計画

参加・利用者数（人/年間）
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京都堀川音楽
高校の移転コン
サート，銅駝美
術工芸高校創
立130周年記念
事業を開催中。

取組の推進

― ― ― ―

取組の推進

約6万5千人
（例示3事業の
総参加人数）

約6万5千人
（例示3事業の
総参加人数）

約6万5千人
（例示3事業の
総参加人数）

約6万5千人
（例示3事業の
総参加人数）

取組の推進

― ― ― ―

教育委員会所管の各種審議会や各市立
学校・幼稚園，教育施設等でのボランティ
ア活動に対する謝礼について，可能なも
のから，「トラフィカ京カード」に切り替えて
いく。

乗車券販
売・広告
収入等

参加・利用者数（人/年間）

教育委員会

参加・利用者数（人/年間）

209
審議会委員やボラ
ンティア活動謝礼
＜新規＞

208

教育委員会主催事
業等における公共
交通機関の利用促
進

教育委員会主催事業等に参加する学校
が，児童生徒の移動手段として，民間貸
切バス等を利用しているものについて，可
能なものから順次，市バス利用に切り替
えていく。
・小学生のための音楽鑑賞教室
・青尐年科学センター学習
・生き方探究館での学習　　など

地下鉄二条城前駅に隣接する京都市立
京都堀川音楽高校（22年4月開校）の新校
舎に設置する音楽ホールやギャラリー等
の音楽・美術活動の中核施設において，
コンサートや展覧会等を実施する（市民も
利用可能）。
22年度は京都堀川音楽高校の移転記念
コンサートや，銅駝美術工芸高校創立130
周年記念事業を実施する予定。

臨時バス
の運行

教育委員会

教育委員会イベント207
コンサート・展覧会
等の実施

参加・利用者数（人/年間）
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懸賞として「トラ
フィカ京カード」
の発行

120名
（年間懸賞数）

（年6回×20名）

120名
（年間懸賞数）

（年6回×20名）

120名
（年間懸賞数）

（年6回×20名）

120名
（年間懸賞数）

（年6回×20名）

乗車券販
売・広告
収入等

教育委員会

参加・利用者数（人/年間）

210
家庭教育新聞「あし
たのために」懸賞
＜新規＞

全市立幼稚園，小・中・高・総合支援学校
の保護者を対象に配布する家庭教育新
聞「あしたのために」（年6回発行。各号17
万部）における応募の懸賞を図書カードか
ら「トラフィカ京カード」（1000円相当）とす
る。
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